
CAI : 動物分類検索表のデーターベース化

言語: Japanese

出版者: 北海道教育大学

公開日: 2012-11-07

キーワード: 

作成者: 赤平, 幸王

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.32150/00003509URL



北海道教育大学紀要（第２部Ｂ）第３８巻

　

第２号 昭和６３年３月
ｊｏｕｒｎａｌｏｆ日。１く１くａｉｄ。 ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ

　

．Ｉ

　

Ｂ）Ｖｏｌ，３８， Ｎｏ，２ Ｍａｒｃｈ，１９８８

ＣＡＩ：動物分類検索表のデータベース化

赤

　

平

　

幸 王

北海道教育大学釧路分校生物学教室

ＣＡＩ：ＰｒｏｇｒａｍｍｉｎｇｔｏＤａｔａｂａｓｅｆｏｒＫｅｙＣｈａｒａｃｔｅｒｓｏｆＡｎｉｍａＩＣ１ａｓｓｉｆｉＣａｔｉｏｎ

Ｙｕｋｉｏ ＡＫＡ日ＩＲＡ

ＢｉｏｌｏｇｉｃａＩＬａｂｏｒａｔｏｒｙ，ＫｕｓｈｉｒｏＣｏｌｌｅｇｅ，Ｈｏｋ
ｋａｉｄｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ

Ｋｕｓｈｉｒｏ０８５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｂｓｔｒａｃｔ
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ｆｉｌｅ， Ａｐｒｏｇｒａｍ ｔｏｓｕｍｍａｒｉｚｅｄｔｈｅｋｅｙ

ｃｈａｒａｃｔｅｒｓｉｓａｌｓｏａｄｄｅｄ． Ｓｉｎｃｅｔｈｅｓｅｐｒｏｇｒａｍｓｄｏｎｏｔｕｓｅａｎｙｓｐｅｃｉａｌｔｅｒｍｓ，ｔｈｅａｕｔｈｏｒｃａｎ

ｅｘｐｅｃｔｍａｎｙａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｓｅｐｒｏｇｒａｍｓｉｎｔｈｅｆｉｅｌｄｏｆＣＡ１，

　

近来， パーソナルコンビ，ュ－夕が普及し， 大学の研究室にもまた個人でも所有して， 教育・研

究活動に活用されるようになってきた． それに伴い有用な市販のソフトウェアも次々と開発され，

その活用に拍車をかけている． ここに発表するのは
『日本語ｄＢＡＳＥＩＩ１２，ＩＪ日本アシュテン・テ

ート社』ＭＳ－ＤＯＳ， ＶＥＲ．２．１１（マイクロソフト社）を用いて， 動物分類検索表をデータベー

ス化して， コンピュータを利用した検索プログラムである， 使用機種はＰＣ－９８００ＶＭ２ （Ｒ

ＡＭ６４０Ｋ） である， このプログラムは， 実例のように昆虫綱膜迦目 （ｏｒｄｅｒＨｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ） の

分類検索のために作られたものであるが， プログラム中には特別な動物分類の専門用語が使用され

ていない， それ故データベースファイル構造における入力条件を満足するならば， 二者択一の分類

検索ファイルのプログラムとして， 汎用化が可能である． 生物分類のみならず， ＣＡＩの各分野で

利用されると幸いである．

［分類検索のデータベースファイルとプログラムの構成］

　

次のデータベースファイルとプログラム

　

ＫＥＮＳＡＫＵ，ＰＲＧから成立つ， データベースファイ

ルの構造は次の通りである， ファイル名には上位のカテゴリー名を使用するが， 実例では

　

ＨＹＭ

ＢＮＯＰＴ， ＤＢＦ

　

である，

（１）
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＾ ‘

　 　 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　

　 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

ハ ム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

リ ム

［フィールドの説明とデータ入力の条件］

　　

１）ＣＯＤＥには， その分類検索のカテゴリーを入れる， 例：ＣＬＡＳＳ，ＯＲＤＥＲ，ＳＵＢＯＲＤＥＲ，
ＳＵＰＥＲＦＡＭＩＬＹ，ＦＡＭＩＬＹなどであるが， これは検索途中の表示に必要な項目であるので， 省略

できない， ただ一つのデータベースファイルでは全て同一であるので， 後で一括して記入すること

ができる，

　　

例：

　

ＲＥＰＬＡＬＬＣＯＤＥＷＩＴＨ［ＳＵＢＯＲＤＥＲ］

　　

２） ＫＥＹＩは， ２桁の数字と， 続けてＡまたはＢを入れる， 検索表の分岐は常に二者択一で

なければならず， レコード番号１のＫＥＹＩは［０ＩＡ］，続いて２は，［０ＩＢ］と・なる， ２桁の数字で

２から９までの数字には， ０を省略できない． このプログラム中での最大の数字は，９９Ｂである，

　　

３） ＤＯＣＩには， 分類検索の特徴を書き込む， 日本語が主に記述に使われて， その中に半角

の英数字を入れるときには， その都度， 半角英数字を偶数個で終えるようにする， 奇数個の場合，
続く漢字が化けてしまう場合がある， 全角で１０５文字が入り， 殆どこれで充分と思われるが， こ

れ以上長い場合には， 二者択一の条件を満足するよう工夫して， 分割しなければならない，

　　

４） ＳＵＢＫは， 分岐して次の分類特徴のレコードににジャンプする２桁の数字のみである．
２から９までの数字には， ０を省略できない， この数字は次々と検索をたどる際の重要なキーであ

ると同時に， 別のプログラムで逆にたどって特徴をまとめる際にも役立つ． 一つのデータベースフ

ァイルで検索終了のレコードには， この数字は空白となる．

　　

５） ＰＡＲＡは， ＳＵＢＫが空白の場合， つまり検索が終了したとき， 目的のカテゴリーの表

示となる， これは引き続く検索のデータベースファイルのファイル名ともなり， パラメータとして

受け渡されるため， この項目名と， 次のデータベースファイル名は正確に一致する必要がある，

　　

６） ＫＮＡＭＥはＰＡＲＡの和名を入れる． 和名が存在しない場合は空白となるが， 検索に必

要な項目としていないので， 空白の場合， 和名は表示されないだけで作業は継続される，

　

以上の条件で作成されたデータベースファイルは， 検索プログラムと同じフロッピーディスク

上に存在しなければならない， これらのデータベースファイルには， 構成上の上下関係はなく， 独

立して並列関係にある． ただ， ＳＵＢＫのパラメータにより， 次に検索すべきデータベースファイ

ルをプログラム中に呼び込んでゆくことになり， そのため， どのカテゴリーのデータベースファイ

ルからでも検索を開始することができるという特徴がある，

（２）



ＣＡＩ：動物分類検索表のデータベース化

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３

［検索プログラムとその動作］

『日本語ｄＢＡＳＥＩＩＩ』 を起動して，ＤＯＫＥＮＳＡＫＵとすると，

　

ＩＮＰＵＴＦＩＬＥＮＡＭ〔Ｅ：

と表示されるので，目的のデータベースファイル名を入れる．ＣＯＤＥ，ファイル名が表示され，次に

上段にＡ， 下段にＢが表示されて， 中段には， Ａ， Ｂ， Ｃを選択する表示が出る， 以下分類の項目

に従って， 入力する， 最終のＳＵＢＫに至って， そのパラメータ名のデータベースファイルを新た

に呼び込んで検索を続けることになる， Ｃにより， 任意の場面で検索プログラムを中止することが

できる，

＊ ＫＥＮＳＡＫＵ．ＰＲＧ ＢＹ ＹＵＫＩＯ ＡＫＡＨＩＲ‐ＡＩ９８７

ＳＥＴＴＡＬＫＯＦＦ

ＳＥＴＳＡＦＥＯＦＦ

ＣＬＥＡ

ＦＮＡＭＥ ＝ ［

　　　　　

］

＠ ２０，２０ＳＡＹ ［ＩＮＰＵＴＦＩＬＥＮＡＭＥ：］ＧＥＴＦＮＡＭＥ

ＲＥＡＤ

ＣＬＥＡ

ＤＯ ＷＨＩＬ．Ｔ．

Ｎ＝ ［０１］

　

ＵＳＥ＆ＦＮＡＭＥ

　

＠

　

８
，１ＯＳＡＹ ［ＢＥＧＩＮ ＴＯＳＯＲＴ］

　

＠

　

１０，１ＯＳＡＹＣＯＤＥ ［＆ＦＮＡＭＥ］

　

ＩＮＤＥＯＮ ＫＥＹＩＴＯＫＥＹ

　

ＣＬＥＡ

ＤＯ ＷＨＩＬ，Ｔ．

ＭＡ＝Ｎ十 ［Ａ］

　

ＳＥＥＫ ＭＡ

ＡＩ＝ＤＯＣＩ

ＦＮＡＭ［ＥＡ＝ＰＡＲＡ

ＫＮＡＭ［ＥＡ＝ＫＮＡＭ［Ｅ

ＭＢ＝Ｎ十 ［Ｂ］

ＳＥＥＫ ＭＢ

ＢＩ；ＤＯＣＩ

ＦＮＡＭ［ＥＢ＝ＰＡＲＡ

ＫＮＡＭＥＢ＝ＫＮＡＭＥ

　

＠

　

１，１ＯＳＡＹ ［＊＊＊ＳＯＲＴＯＦ

　

］

　

＠

　　

＄，＄ＳＡＹＲＴＲＩ！Ｖ１（ＣＯＤＥ）＋ ［］＋ ［＆ＦＮＡＭＥ］－ ［＊＊＊］

　

＠

　

３，５ＳＡＹ ［Ａ：］

　

＠

　

３，１ＯＳＡＹＬＥＦＴ（Ａ１，５０）

　

＠

　

４，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ａ１，５１，５０）

（３）
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＠

　

５，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ａ１，１０１，５０）

　

＠

　

６，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ａ１，１５１，５０）

　

＠

　

７，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ａ１，２０１，１０）

　

＠

　　

７，２５ＳＡＹ ＦＮＡＭＥＡ

　

ＫＮＡＭＢＡ

＠

　

１１，５ＳＡＹ ［Ｂ：］

　

＠

　

１１，１ＯＳＡＹＬＢＦＴ（Ｂ１，５０）

　

＠

　

１２，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ｂ１，５１，５０）

　

＠

　

１３，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ｂ１，１０１，５０）

　

＠

　

１４，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ｂ１，１５１，５０）

　

＠

　

１５，１ＯＳＡＹＳＵＢＳ（Ｂ１，２０１，１０）

　

＠

　

１５，２５ＳＡＹ ＦＮＡＭＥＢ

　

ＫＮＡＭＥＢ

ＳＫ；［］

　

＠

　

９，３５ＳＡＹ ［ＡＯＲＢ］

　

ＧＥＴＳＫ

　

＠

　

９，４５ＳＡＹ ［Ｃ＝ＳＴＯＰ］

　

ＲＥＡＤ

　

ＤＯＣＡＳＥ

　

ＣＡＳＥＳＫ ＝ ［Ａ］

　　　

ＳＥＥＫ ＭＡ

　　　

Ｎ

　

＝ＳＵＢＫ

　　　

ＣＬＥＡ

　　　

ＩＦＬＥＮ（ＴＲＩＭ（ＰＡＲＡ））＞Ｏ

　　　

ＦＮＡＭＥ＝ＬＥＦＴ（ＰＡＲＡ，１０）

　　　　

ＥＸＩＴ

　　　

ＥＮＤＩ

　

ＣＡＳＥＳＫ ＝ ［Ｂ］

　　　

ＳＥＥＫ ＭＢ

　　　

Ｎ

　

＝ＳＵＢＫ

　　　

ＣＬＥＡ

　　　

ＩＦＬＥＮ（ＴＲＩＭ（ＰＡＲＡ））＞Ｏ

　　　

ＦＮＡＭＥ＝ＬＥＦＴ（ＰＡＲＡ，１０）

　　　

ＲＸＩＴ

　　　

ＥＮＤＩ

　　

ＣＡＳＥＳＫ＝ ［Ｃ］

　　　

ＣＬＥＡ

　　　

ＣＬＯＳＥＤＡＴＡ

　　　

＠ １０，３０ＳＡＹ ［ＥＮＤ］

　　　

ＳＥＴＴＡＬＫＯＮ

　　　

ＳＥＴＳＡＦＥＯＮ

　　　

ＣＡＮＣ

　　

ＯＴＨＥＲ訳′ＩＳＥ

　　　

ＬＯＯＰ

（４）
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・

　　　　　　

・ 一

　　

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５

　

ＥＮＤＣ

ＥＮＤＤ

ＥＮＤＤ

ＲＢＴＵ

［応用例］

　　

ここでは， 素木得ー著：昆虫の分類， 膜超目の分類検索表をデータベースファイルとした．

　　

昆虫：膜題目 Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａには２つの Ｓｕｂｏｒｄｅｒｓｙｍｐｈｙｔａ，Ａｐｏｃｒｉｔａ があり，Ａｐｏｃｒｉｔａに

は次の１０の

　

Ｓｕｐｅｒｆａｍｉｌｙ： Ａｐｏｉｄｅａ， Ｂｅｔｈｙｌｏｉｄｅａ， Ｃｈａｌｃｉｄｏｉｄｅａ， Ｃｈｒｙｓｉｄｏｉｄｅａ， Ｃｙｎｉｐｏｉｄｅａ，

Ｆｏｒｍｉｃｏｉｄｅａ，ｌｃｈｎｅｕｍｏｎｏｉｄｅａ，Ｓｅｒｐｈｏｉｄｅａ，Ｓｐｈｅｃｏｉｄｅａ，Ｖｅｓｐｏｉｄｅａ がある．

　　

また， ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＡｐｏｉｄｅａ には， つぎの１８のＦａｍｉｌｙがある，

Ａｎｄｒｅｎｉｄａｅ， Ａｎｔｈｏｐｈｏｒｉｄａｅ， Ａｐｉｄａｅ，

　

Ｂｏｍｂｉｄａｅ， Ｃｅｒａｔｉｎｉｄａｅ， Ｃｏｌｌｅｔｉｄａｅ， Ｄｕｆｏｕｒｅｉｄａｅ，

Ｈａｌｉｃｔｉｄａｅ， Ｈｙｌａｅｉｄａｅ， Ｍａｃｒｏｐｉｄｉｄａｅ， Ｍｅｇａｃｈｉｌｉｄａｅ， Ｍｅｌｅｃｔｉｄａｅ， Ｍｅｌｉｐｏｎｉｄａｅ， Ｍｅｌｉｔｔｉｄａｅ，
Ｎｏｍａｄｉｄａｅ，Ｐａｎｕｒｇｉｄａｅ，Ｓｔｅｌｉｄｉｄａｅ，Ｘｙｌｏｃｏｐｉｄａｅ，

　　

いま， 目的の Ｆａｍｉｌｙ Ａｐｉｄａｅにまで検索するとすれば， ＳｕｂｏｒｄｅｒＡｐｏｃｒｉｔａの検索表から分

類の特徴で分岐して，ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＡｐｏｉｄｅａを検出し，ついでその中で分岐して，Ａｐｉｄａｅに至るこ

とになる，

　　

具体的には次３つのデータベースファイルを順次展開して， 検索項目中のアンダーラインの項

目をたどる，

（ＨＹＭＥＮＯＰＴ， ＤＢＦ；２

　

ＲＥＣＯＲＤＳ）

　

ｏｒｄｅｒＨｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ

ｏＩＡ腹部の基部が幅広く胸部に結び付いている． 転節は常に２節， 後週は３基室を有する， 幼虫は

　　

胸脚と普通腹脚とをそなえ， 食草性

　

．．，．Ｓｙｍｐｈｙｔａ広腰亜目

０ＩＢ腹部の基部が握れている， 転節は１節または２節， 後超は基室が２個またはより小数， 幼虫は

　

無脚， 寄生性か食草性か雑食性

　

．，”，，” Ａｐｏｃｒｉｔａ細腰亜目

（ＡＰＯＣＲＩＴＡ， ＤＢＦ；２８

　

ＲＥＣＯＲＤＳ）

　

ＳｕｂｏｒｄｅｒＡｐｏｃｒｉｔａ

０ＩＡ第１ （形態学的には第２） 腹環節は明瞭な片板または流節あるいは柄節を形成し， 完全に残節

　　

から異なっている （蟻） ，．．，Ｆｏｒｍｉｃｏｉｄｅａ蟻上科

０ＩＢ腹部の基部環節は上述のごとく強く縁れまたは柄状となっていない

　

，，，，０２

０２Ａ中胸は前側片（Ｐｒｅｐｅｃｔｕｓ）（前腹板Ｅｐｉｓｔｅｒｎｕｍの前縁にある小片）を有し， 超脈は著しく減退

　　

し， 微小種で体長平均２３ｍｍ， 金属的色彩を有する

　

．，，．Ｃｈａｌｃｉｄｏｉｄｅａ小蜂上科

０２Ｂ中胸は前側片を欠く

　

．，，．０３

０３Ａ肩板は存在し， 超は普通よく発達し稀に痕跡的かまたはない

　

，．．．０４

０３Ｂ肩板はなく， 無超型が存在し有理型の個体を有する

　

．．，．０８

０４Ａ前胸背板は側部が肩板と１線上に延びるかまたは肩板に達している

　

，，，，０５

０４Ｂ前胸背板は側部が肩板から離れている

　

””１２

（５）



赤

　

平

　

幸
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′・

０５Ａ体は蚤状即ち側煽し， 触角は膝状でなく， 転節は普通分割されない， 趣は簡単な超脈が見えて

　　

いる （８対照） ．，，．Ｃｙｎｉｐｏｉｄｅａ没食子蜂上科

０５Ｂ体は蚤状ではない

　

，．．，０６

０６Ａ超脈はよく発達し， 基脈・中脈・亜前縁脈・その他等を有する

　

．，，．０７

０６Ｂ超脈は減退し， 亜前縁脈と径脈の部分とが存在するのみ （１１対照）

　　

，．．，Ｓｅｒｐｈｏｉｄｅａ細尾黒蜂上科

０７Ａ転節は２部分に分割されている （１０・１４対照） ，．．，ｌｃｈｎｅｕｍｏｎｏｉｄｅａ姫蜂上科

０７Ｂ転節は分割されていない

　

，．．．１４

０８Ａ体は蚤状即ち側扇している （５対照）

　

，，，．Ｃｙｎｉｐｏｉｄｅａ没食子蜂上科

０８Ｂ体は蚤状ではない

　

，．，．０９

０９Ａ体は密毛を装う （１４対照）

　

，，，．Ｖｅｓｐｏｉｄｅａ胡蜂上科

０９Ｂ体は特に多毛ではない

　

．．，．１０

１ＯＡ腹部第１節 （真の第２） は微かにまたは強く曲がる （７・１４対照）

　　

．．，．ｌｃｈｎｅｕｍｏｎｏｉｄｅａ姫蜂上科

１ＯＢ腹部第１節は直線

　

．．．．１１

１ＩＡ前脚の腿節は正常かまたは末端の方に梶棒状となり， 後超は轡片 （Ａｎａｌｌｏｂｅ）を欠く（６対

　　

照） ．，．，Ｓｅｒｐｈｏｉｄｅａ細尾黒蜂上科

１ＩＢ前脚の腿節は著しく太まるかまたは末端の方に梶棒状となり，後超は明瞭な瞥片を有する

　

．，．．

　　

Ｂｅｔｈｙｌｏｉｄｅａ蟻形蜂上科

１２Ａ中胸背板と小楯板との毛は分岐または羽毛状，後脚の腰節と第１附節とは普通大形となる

　

，．．．

　

Ａｐｏｉｄｅａ蜜蜂上科

１２Ｂ中胸背板と小楯板との毛は分岐していない， しかし， ときに捻れている…１３

１３Ａ腹部は背面に３節を認める

　

，．．．Ｃｈｒｙｓｉｄｏｉｄｅａ青蜂上科

１３Ｂ腹部は背面に３節以上がある

　

．，，．Ｓｐｈｅｃｏｉｄｅａ細腰蜂上科

１４Ａ大願の内側は内方に曲がり， 左右末端が会うかまたは重なり合っている． 刺針はよく発達する

　　

（９対照） ，．，． Ｖｅｓｐｏｉｄｅａ胡蜂上科

１４Ｂ大願の内側は外方に曲がり， 左右末端は出会うことがない， 腹部は中縦しわを有する （７・１

　　

４対照）

　

”，．ｌｃｈｎｅｕｍｏｎｏｉｄｅａ姫蜂上科

（ＡＰＯＩＤＥ．Ａ， ＤＢＦ；３４

　

ＲＥＣＯＲＤＳ）

　

ＳｕｐｅｒｆａｍｉｌｙＡｐｏｉｄｅａ

０ＩＡ舌は短く２葉片をそなえ， 前週の第２逆走脈は亜中央脈 （Ｓｕｂｄｉｓｃｏｉｄａｌｖｅｉｎ）と結合前に外方

　　

に向いている

　

，．，，０２

０１Ｂ舌は長く尖り， 前週の第２逆走脈は亜中央脈と結合前に曲がっていないか， または外方に向い

　　

ていない

　

，．．．０３

０２Ａ前週は２個の肘室を有し， 体毛は短く疎で， 色彩は黒色で黄色の斑紋を有する

．Ｈｙｌａｅｉｄａｅ艶姫花蜂科

０２Ｂ前超は３個の肘室を有し， 体毛は長く密， 色彩は黒色で黄色斑紋を欠く

Ｃｏｌｌｅｔｉｄａｅ擬蜜蜂科

０３Ａ顔は明瞭な亜触角板 （Ｓｕｂａｎｔｅｎｎａｌｐｌａｔｅ） を有し， 雌とある雄とは有毛の顔孔

　　

（Ｆａｃｉａｌｆｏｖｅａｅ） を有する

　

．．，．０４

（６）
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．

　　　　　　　

、 －

　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７

０３Ｂ顔は亜触角板を欠き， 雌と雄とは顔孔を欠く

　

，．，．０６

０４Ａ前超の径脈は末端裁断状かまたは亜裁断状で末端が前縁から離れている

Ｐａｎｕｒｇｉｄａｅ擬姫花蜂科

０４Ｂ前週の径脈は末端尖り前縁に接している

　

，，．，０５

０５Ａ後超の轡片は刻目を有し， 中後両脚の第１附節は贋節よりか短く， 体毛は顕著でない

　

，，，，

　

Ａｎｄｒｅｎｉｄａｅ姫花蜂科

０５Ｂ後超の唇片は著しく狭く刻目を欠き， 中後両脚の第１鮒節は鰹節と等長， 体毛は顕著

　

，，，．

　

Ｍｅｌｉｔｔｉｄａｅ毛脚花蜂科

０６Ａ雌と多数の雄とは腹部末端の背板上に平たい多少隆起する亜三角形部を有し， 雌は一般に尾剛

　

総毛 （Ａｎａｌｆｉｍｂｒｉａ） を装う

　

．，，．０７

０６Ｂ雌と雄とは腹部末端の背板上に亜三角部を欠き， 雌は尾剛総毛を欠く

　

，．．．１２

０７Ａ頭楯は辛うじて突出し， 大願は稀に歪角に切断され， 上唇は基部以外が隠、れ基部に隆起突起を

　

有し， 大願の後角は複眼の後緑後方に位置する

　

．”，０８

０７Ｂ頭楯は突出するかまたは大願が歪角に切断され且つ上唇が現れ，上唇は大形で基部突起を欠き，

　

大願の後角は複眼の後縁前方に位置する

　

，．．，１０

０８Ａ上唇は頭楯より小形で， 大願から自由となっていない

　

．，，．０９

０８Ｂ上唇は頭楯より大形で， 大願から自由となっている （Ｄｕｆｏｕｒｅａ

　

Ｌｅｐｅｌｅｔｉｅｒ）

Ｄｕｆｏｕｒｅｉｄａｅ

ｏ９Ａ後脚の第１附節の幅は腿節の幅と等大， 前週の基脈は直線かまたは微かに弧状となる

　　

（ＭａｃｒｏｐｉｓＫｉｒｂｙ，ＣｔｅｎｏｐｌｅｃｔｒａＳｍｉｔｈ），，，，Ｍａｃｒｏｐｉｄｉｄａｅ

ｏ９Ｂ後脚の第 雛付節は鰹節より狭く， 前週の基脈は強く弧状となる

　

，．．，Ｈａｌｉｃｔｉｄａｅ小花蜂科

１ＯＡ雌の後脚鰹節は花粉刷器を欠き， 寄生性

　

，．．，１１

１ＯＢ雌の後脚贋節は花粉刷器を備え， 花粉採集者

　

”，．Ａｎｔｈｏｐｈｏｒｉｄａｅ青条花蜂科

１ＩＡ前週の模様は高度に特化し， 外縁に沿い微細な乳頭状突起からなる幅広の帯紋を有し， 毛は大

　

部分前縁に沿うて生じ， 後週のｎｅｒｖｅｌｌｕｓは長く傾斜ししばしば波状または轡曲する， 小願は２

　

－６節． 黄色の皮膚からなる斑紋を有しない

　

”，．Ｍｅｌｅｃｔｉｄａｅ寄生蜜蜂科

１ＩＢ前週の模様は一様に分布され， 後週のｎｅｒｖｅｌｌｕｓは短く殆ど直角に曲がっている， 小顎は６節，

　

黄色やしばしば赤色の斑紋を有する

　

．．，．Ｎｏｍａｄｉｄａｅ黄斑花蜂科

１２Ａ前週は２個の肘室を有する

　

，”，１３

１２Ｂ前週は３個の肘室を有する

　

”，，１４

１３Ａ雌の腹部は腹面に密な花粉刷器を有し， 若しそれがないときは蹄節裾盤がない

Ｍｅｇａｃｈｉｌｉｄａｅ葉切蜂科

１３Ｂ雌の腹部は腹面に花粉刷器を有しない， 附節は爪間に得盤を有する

　

”．，Ｓｔｅｌｉｄｉｄａｅ尖花蜂科

１４Ａ雌の腹部第６背板の末端に１疎を有する． 単棲

　

．．，．１５

１４Ｂ雌の腹部第６背板の末端に疎を欠く． 社会棲

　

，．，，１６

１５Ａ前週の第１肘室は第２室より長く， 第３室と等長

　

，，，， Ｃｅｒａｔｉｎｉｄａｅ姫花蜂科

１５Ｂ前週の第１肘室は第２室より短い

　

．．，．Ｘｙｌｏｃｏ ｄａｅ熊蜂科

１６Ａ後脚鰹節は距疎をそなえている

　

，．．，Ｂｏｍｂｉｄａｅ円花蜂科

１６Ｂ後脚鰹節は距疎を欠く

　

．，，．１７

１７Ａ超脈はよく発達し，径室は甚だ長く，肘室は３個，雌はよく発達した刺針をそなえている

　

，，，，

　

Ａｐｉｄａｅ蜜蜂科

（７）
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王

１７Ｂ迎脈は著しく減退し， 雌の刺針は退化している （Ｍｅｌｉｐｏｎａｌ１ｌｉｇｅｒ） ，，，，Ｍｅｌｉｐｏｎｉｄａｅ

［逆検索：各カテゴリーの分類特徴の一覧］

　　

データベースファイルに盛り込まれた分類の特徴を， カテゴリー別にまとめておきたい場合が

ある． これは検索分岐した特徴を逆にたどってゆくことになる． １つのデータベースファイル（一

時格納するダミーファイルでプログラム終了時にその内容は消去される） と２つのプログラム，
ＣＨＡＲＡＣＴ．ＰＲＧ，ＣＨＡ

　

ＩＮ．ＰＲＧからなりたつ．ダミーのデータベースファイル名は，ＣＨＲＡＣＴ，
ＤＢＦ

　

で， その構造は次の通りである．使用するデータベースファイルの検索分岐数が６以下であ

ると想定しているが， より深く分岐するのであれば， それに相当する ＣＨＡ‐Ｎｏを増加させる必要

必要がある，

番号

　

フィールド

　　

タイプ
・

　　

幅

Ｉ

　　　

ＮＡＭＥ

　　　

文字型

　　　

１６

２

　　　

ＫＮＡＭＥ

　　

文字型

　　　

１４

３

　　　

ＣＨＡＩ 文字型

　　　

２１０

４

　　　

ＣＨＡ２ 文字型

　　　

２１０

５

　　　

ＣＨＡ３ 文字型

　　　

２１０

６

　　　

ＣＨＡ４ 文字型

　　　

２１０

７

　　　

ＣＨＡ５

　　　

文字型

　　　

２１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

８

　　　

ＣＨＡ６ 文字型

　　　

２１０

９

　　　

ＲＥＦ

　　　　

文字型

　　　

２０

＜ 合計

　

＞

　　　　　　　　

１３１１

＊ ＣＨＲＡＣＴ，ＰＲＧ ＢＹＹＵＫＩＯＡＫＡＨＩＲＡＩ９８７

ＳＥＴＴＡＬＫＯＦＦ

ＳＥＴＳＡＦＥＯＦＦ

ＣＬＥＡ

ＣＬＥＡＡＬＬ

ＦＮＡＭＥ ＝ ［

　　　　　

］

＠ １０，２０ＳＡＹ ［ＩＮＰＵＴＦＩＬＥＮＡＭＥ：］ ＧＥＴＦＮＡＭＥ

ＲＥＡＤ

＠

　

１２，２０ＳＡＹ ［ＢＥＧＩＮＴＯＳＯＲＴ］

ＵＳＢ＆ＦＮＡＭＥ

１ＮＤＥ。ＮＳＵＢＫＴ。ＳＵＢＫ

ＩＮＤＥＯＮＰＡＲＡＴＯＰＡＲＡ

ＮＩ＝１

ＧＯＴＯＰ

ＤＯ ＷＨＩＬ，Ｔ，

ＰＲ＝ ［ＰＡＲ］ ＬＴＲＩＭ（ＳＴＲ（ＮＩ））

（８）
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ＩＦＬＥＮ（ＬＴＲＩＭ（ＰＡＲＡ））＝Ｏ

　

ＳＫＩＰ

　

ＬＯＯＰ

ＥＮＤＩ

＆ＰＲ ＝ＰＡＲＡ

ＳＫＩＰ

ＩＦＥＯＦＯ

　

ＥＸＩＴ

ＥＮＤＩ

ＮＩ＝ＮＩ十Ｉ

ＥＮＤＤ

Ｎ２＝１

ＤＯ ＷＨＩＬ．Ｔ，

ＳＥＴＩＮＤＥＴＯＰＡＲＡ

ＰＲ＝ ［ＰＡＲ

　

］ＬＴＲＩＭ（ＳＴＲ（Ｎ２））

ＰＡＲＡＮ

　

＝＆ＰＲ

ＳＥＥＫＰＡＲＡＮ

ＫＮ＝ＫＮＡＭＥ

ＫＫ＝ＬＥＦＴ（ＫＢＹ１，２）

Ｎ３＝１

ＳＴＯＲ ［

　

］ＴＯＱ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｑ４，Ｑ５，Ｑ６

　

ＤＯ ＷＨＩＬ．Ｔ，

　　

ＳＥＴＩＮＤＥＴＯＳＵＢＫ

　　

ＳＥＥＫＫＫ

　　

Ｑ ＝ ［Ｑ］＋ＬＴＲＩＭ（ＳＴＲ（Ｎ３））

　　

＆Ｑ＝ＤＯＣＩ

　　

ＫＫ＝ＬＥＦＴ（ＫＥＹ１，２）

　　

ＩＦＫＫ ＝ ［０１］

　　　　　

ＥＸＩＴ

　　　

ＥＮＤＩ

　　

Ｎ３＝Ｎ３＋Ｉ

　

ＥＮＤＤ

ＤＯＣＨＡ

　

ＩＮ，ＰＲＧ

Ｎ２＝Ｎ２＋１

　

ＩＦ Ｎ２＞ＮＩ

　　

ＥＸＩＴ

　

ＥＮＤＩ

ＥＮＤＤ

ＵＳＥＣＨＡ

ＸＸ＝［＆ＦＮＡＭＥ］－ ［，ＴＸＴ］

＠１４，２０

　

ＳＡＹ ［ＣＯＰＹＩＮＧＴＯＴＥＸＴ －ＦＩＬＥ］

（９）



１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

赤

　

平

　

幸

　

王

ＣＯＰＹＴＯ＆×Ｘ ＤＥＬＩ訳／ＩＴＨ ＢＬＡＮ

ＺＡＰ

ＵＳＥ

ＳＥＴＴＡＬＫＯＮ

ＳＥＴＳＡＦＥＯＮ

＠１６，２０ＳＡＹ ［ＥＮＤ］

ＲＥＴＵ

＊ ＣＨＡ

　　

ＩＮ．ＰＲＧ ＢＹＹＵＫＩＯ ＡＫＡＨＩＲＡＩ９８７

ＳＥＬＥＢ

ＵＳＥＣＨＡＲＡＣＴ

ＡＰＰＥＢＬＡＮ

ＲＥＰＬＮＡＭＥＷＩＴＨ ［＆ＰＡＲＡＮ］－ＣＨＲ（１３）

ＲＥＰＬＫＮＡＭＥＷＩＴＨ ［＆ＫＮ］‐ＣＨＲ（１３）

ＲＥＰＬＣＨＡＩＷＩＴＨ ［＆ＱＩ］－ＣＨＲ（１３）

ＲＥＰＬＣＨＡ２ＷＩＴＨ ［＆Ｑ２］－ＣＨＲ（１３）

ＲＥＰＬＣＨＡ３ｗＩＴＨ ［＆Ｑ３］‐ＣＨＲ（１３）

ＲＥＰＬＣＨＡ４ｗＩＴＨ ［＆Ｑ４］－ＣＨＲ（１３）

ＲＥＰＬＣＨＡ５ｗＩＴＨ ［＆Ｑ５］－ＣＨＲ（１３）

ＲＥＰＬＣＨＡ６ＷＩＴＨ ［＆Ｑ６］－ＣＨＲ（１３）

ＵＳＥ

ＳＥＬＥＡ

ＲＥＴＵ

　　

実例として‘ＡＰＯＣＲＩＴＡ．ＤＢＦ

　

を用いて特徴をまとめたものを，初めの３つの上科について示

す． ＡＰＯＣＲＩＴＡ，ＴＸＴ としてセーブされるファイルで， ＤＯＣＨＡＲＡＣＴ

　

により， アルファベッ

ト順にテキストファイルとして生成される．

Ａｐｏｉｄｅａ

蜜蜂上科

前胸背板は側部が肩板から離れている

肩板は存在し， 迎は普通よく発達し稀に痕跡的かまたはない

中胸は前側片を欠く

腹部の基部環節は上述のごとく強く握れまたは柄状となっていない

Ｂｅｔｈｙｌｏｉｄｅａ

蟻形蜂上科

腹部第１節は直線

体は特に多毛ではない

体は蚤状ではない

肩板はなく， 無迎型が存在し有迎型の個体を有する

（１０）



　　　　　　　　　　　　　　　

ＣＡＩ：動物分類検索表のデータベース化
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中胸は前側片を欠く

腹部の基部環節は上述のごとく強く溢れまたは柄状となっていない

Ｃｈａｌｃｉｄｏｉｄｅａ

小蜂上科

腹部の基部環節は上述のごとく強く溢れまたは柄状となっていない

［プログラム作成上の問題点］

　

掲載のプログラムおよびデータベースファイルには， あえて日本語を用いなかった， これはプ

ログラム入力のミスを防ぐことと， データ入力後のファイルを他に活用するときに， フィールド名

が半角英数字の方が便利であるとの理由による， しかし， ＣＡＩの他の分野に応用するとき， 表示

されるコメントに日本語を用いると理解が容易であるとすれば， 適宜プログラムを変更することが

望ましい， 検索の記述には， 多くの専門の術語が使用されるが， 今後のプログラムの改変にあたっ

ては， ＥＳＣ－キーを用いて， 割り込みの説明文やイメージ・スキャナーを利用しての図形の表示

させるようになれば， 一層理解しやすいであろう， また， データベースファイルが多数となってフ

ロッピーディスク上の整理が必要となれば， ＭＳ－ＤＯＳ上でサブディレクトリを構成しなければ

ならないが， その場合はプログラムにパス名を設定しなければならない．
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